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本日の講演内容本日の講演内容

1 タヒボとは （タヒボの木 花）1． タヒボとは・・・ （タヒボの木・花）

2． タヒボの研究 ・ タヒボの有効性

3． タヒボの効能 ・ 安全性、薬理作用

4 タヒボの症例 ・ タヒボと VC の相乗効果4． タヒボの症例 タヒボと VC の相乗効果
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タヒボとは・・
（タ ボ 木 花）（タヒボの木・花）
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雨

赤 道

太陽

赤 道

太陽

アマゾン熱帯雨林

400万 k㎡

タヒボの故郷 南米アマゾン

日本 38万 k㎡
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タヒボタヒボ (TAHEEBO)(TAHEEBO) とは・・・とは・・・

タベブイア ・ アベラネダエ （T b b i ll d ）

タヒボタヒボ (TAHEEBO)(TAHEEBO) とはとは

タベブイア ・ アベラネダエ （Tabebuia avellanedae）

タヒボとは・･・

南米ブラジル・アマゾン川流域の特定地域に生育する、
学 名 “ノウゼンカズラ科 タベブイア ・ アベラネダエ ”  学 名 ウ ラ科 ラ
という、大きな樹木のこと。

タヒボの木
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タヒボの樹皮タヒボの樹皮
僅か7mm の

内部樹皮内部樹皮

内部樹皮が原料。
1本の木から200kg～300kg

の樹皮が採取できます。

木 質 部木 質 部

NQ801は約1.5ｇ～2g含有

外皮幹の直径 外皮幹の直径
1.5 ｍ 以上 6



• 用法 お茶として飲用• 用法

効能

お茶として飲用

鎮痛作用• 効能

抗炎症作用

鎮痛作用

抗菌作用

抗炎症作用

抗菌作用

利尿作用

抗酸化作用

利尿作用

抗酸化作用

腫瘍細胞増殖抑制
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タヒボタヒボ (TAHEEBO)(TAHEEBO) とは・・・とは・・・

遥か１５００年以上前から
は る

タヒボタヒボ (TAHEEBO)(TAHEEBO) とはとは

タヒボの歴史は、はるか遠い昔にさかのぼります。
南米の古代先住民達 (インディオ) は １５００年以上も前から

樹 皮

南米の古代先住民達 (インディオ) は、１５００年以上も前から、
タヒボの木の内皮をはがし、煎じて飲用し、病気の治療や予防に
用いてきました。

古代には 古代では

TAHEEBO

医薬品がない 植物が医薬品

まだお薬のない時代に、タヒボは、痛みや腫れをおさえる薬として使用された。
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タヒボの研究タヒボの研究
タヒボの有効性
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科学的研究の始まり科学的研究の始まり !!－－アコーシ博士の研究アコーシ博士の研究科学的研究の始まり科学的研究の始まり !! アコ シ博士の研究アコ シ博士の研究

◆タヒボが作る植物色素 “キノン”

W.R.アコーシ博士
(1912年～2006年)

元サンパウロ大学名誉教授

『ブラジル国家科学賞』受賞『ブラジル国家科学賞』受賞

アコーシ博士とタヒ
ボの木 10



上田上田伸一博士の伸一博士の研究研究 －タヒボの抗がん成分の発見－タヒボの抗がん成分の発見上田上田伸 博士の伸 博士の研究研究 タヒボの抗がん成分の発見タヒボの抗がん成分の発見

■ ダイオキシンダイオキシン の化学構造解明

（PCDD）
ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-

ﾟﾗ ｼﾞｵｷｼﾝ

（PCDF）
ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ

■ ダイオキシンダイオキシン の化学構造解明

ﾊ ﾗ-ｼ ｵｷｼﾝ

■■ 抗がん剤 ビンクリスチンビンクリスチン の研究開発
キョウチクトウ科 ニチニチソウの葉のビンカアルカロイド成分

京都大学薬学部 薬用植物化学

上田伸一博士
(1931年～1996年)

チ チ ウ
ビンクリスチン
（Vincristine）京都大学薬学部京都大学薬学部

ニチニチソウ
Catharanthus roseus

■■ キササゲキササゲ （木大角豆）の研究■■ キササゲキササゲ （木大角豆）の研究

学名：ノウゼンカズラ科 カタルパ・オバータ

キササゲの実は
キササゲ

キササゲの実は、
日本薬局方収載の医薬品＝利尿剤

キササゲの実キササゲの実

Bignoniaceae
Catalupa  ovata

1996年度版「世界人名録」 上田博士掲載 11



抗がん成分の抗がん成分の発見－発見－上田伸一上田伸一 博士の研究②博士の研究②

上田博士はタヒボの培養細胞を用い、新規抗がん物質NQ801(ナフトキノン)を発見、
化学構造を解明した

抗がん成分の抗がん成分の発見発見 上田伸上田伸 博士の研究②博士の研究②

化学構造を解明した。

タヒボの培養細胞
(カルス)

上田博士とタヒボの幼木 タヒボの最も強い
抗がん成分(カルス)

SS体（－）体（－）
22‐‐(1(1‐‐hydroxyethyl)hydroxyethyl)‐‐55‐‐hydroxyhydroxy naphthonaphtho[2,3[2,3‐‐b] furanb] furan‐‐4,94,9‐‐diondion
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マウス皮膚二段階発がん実験マウス皮膚二段階発がん実験マウス皮膚二段階発がん実験マウス皮膚二段階発がん実験

抗がん作用の証明 －徳田春邦 博士の研究

発がんは多段階で起こる

徳田 春邦 博士
前金沢大学 大学院
医学系研究科 准教授 イニシエーション

(元 京都府立医科大学)

プロモーション

タヒボエキス

金沢大学金沢大学

プロモ ション

抑制

発がん 発がん抑制
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多段階発がん多段階発がん((皮膚がんを例に皮膚がんを例に))多段階発がん多段階発がん((皮膚がんを例に皮膚がんを例に))
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マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験
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パピローマの生成パピローマの生成パピロ マの生成パピロ マの生成

20 k20 weeks
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マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験マウス皮膚発がん二段階実験

タヒボ キスタヒボエキス
or
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水のみ

タヒボエキス茶を含む水(0 025%)タヒボエキス茶を含む水(0.025%)
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マウス皮膚二段階発がん実験の結果マウス皮膚二段階発がん実験の結果
（エッセンスを塗布）（エッセンスを塗布）（エッセンスを塗布）（エッセンスを塗布）
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Weeks after promotion Weeks after promotion

● DMBA (390 nmol) + TPA (1.7 nmol)
▲ + タヒボエッセンス (50 g) 19



マウス皮膚二段階発がん実験の結果マウス皮膚二段階発がん実験の結果
（（NQ801NQ801を塗布）を塗布）（（NQ801NQ801を塗布）を塗布）
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飯田飯田 彰博士の彰博士の研究－研究－NQ801NQ801の合成研究の合成研究

京都大学薬学部の上田伸一博士のもとでタヒボの研究を行った経緯から、
NQ801の化学合成の研究を開始する

飯田飯田 彰博士の彰博士の研究研究 NQ801NQ801の合成研究の合成研究

NQ801の化学合成の研究を開始する。

NQ801の黄色い結晶

飯田 彰 博士
近畿大学 農学部

応用生命化学科 教授

S体（ｰ） 2‐(1‐hydroxyethyl)‐5‐hydroxy naphtho[2,3‐b] furan‐
4,9‐dion

応用生命化学科 教授

(元 京都大学 薬学部助教授)

近畿大学近畿大学近畿大学近畿大学
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合成研究－飯田合成研究－飯田 彰彰 博士の研究博士の研究

[タヒボエキス・HPLCグラフ]

合成研究 飯田合成研究 飯田 彰彰 博士の研究博士の研究

飯田 彰 博士 合成物質によりNQ801の確認ができる！飯田 彰 博士
近畿大学農学部 教授
(元京都大学薬学部)

※上田伸 博士の教え子

合成物質によりNQ801の確認ができる！

※上田伸一博士の教え子

ユグロン クロスカップリング法 (薗頭カップリング)

パラジウム触媒

化学合成された
NQ801の黄色い結晶

パラジウム触媒

５‐ヒドロキシナフタレン
‐1,4‐ジオン

NQ801
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抗炎症・抗酸化成分の抗炎症・抗酸化成分の研究－研究－飯田博士の研究飯田博士の研究抗炎症 抗酸化成分の抗炎症 抗酸化成分の研究研究 飯田博士の研究飯田博士の研究

抗酸化成分

ＰａｕｌｏｗｎｉｎＰａｕｌｏｗｎｉｎ （パウロニン）飯田 彰 博士
近畿大学農学部 教授

抗酸化成分

(元京都大学薬学部 助教授) (2E)‐3‐((2’R, 3’S)‐2’, 3’‐dihydro‐2’‐(3”, 4”‐dimethoxyphenyl)‐7’‐hydroxy‐
3’‐(hydroxymethyl)‐5’‐benzofuranyl)‐2‐propenoic acid

パウロニンは、セサミン(ゴマのリグナン成分)に類似する化学構造。

リグナンは 植物が含む化合物で 抗酸化成分として知られるポリフェリグナンは、植物が含む化合物で、抗酸化成分として知られるポリフェ
ノール成分(香料、色素など)
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UVB NQ801 タベブイア含有 抗炎症化合物分画タヒボエッセンス
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有効成分研究－太田有効成分研究－太田 富久富久 博士の研究博士の研究

タヒボから《抗炎症作用》、《抗酸化作用》をもつ“新規物質”を発見!!

有効成分研究 太田有効成分研究 太田 富久富久 博士の研究博士の研究

太田 富久 博士
金沢大学大学院

AIF101AIF101
金沢大学大学院
薬学部 教授 (2E)‐3‐((2’R, 3’S)‐2’, 3’‐dihydro‐2’‐(3”, 4”‐

dimethoxyphenyl)‐7’‐hydroxy‐3’‐(hydroxymethyl)‐5’‐
benzofuranyl)‐2‐propenoic acid

新規 抗炎症物質

(リグナン成分)金沢大学金沢大学

AX101AX101
新規 抗酸化物質

(ﾌｪﾆｰﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾉｲﾄﾞ・グリコシド成分)1'‐O‐β‐(3,4‐dihydroxyphenyl)‐ethyl‐[4′′‐O‐

「Bioactive Phenylpropanoid
Glycosides from Tabebuia 
avellanedae」

caffeoyl‐(α‐L‐rhamnopyranosyl)]‐(l‐3′)‐D‐
galactopyranoside ※計７つの抗酸化化合物を検出

avellanedae」

「モルキューレス」論文誌
掲載
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選択毒性選択毒性
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抗がん剤の抗がん剤の種類種類

①細胞に存在するDNAの代謝をいくつかの

抗がん剤の抗がん剤の種類種類

①細胞に存在するDNAの代謝をいくつかの
仕組みで阻害する。 （化学療法剤）仕組み 阻害する。 （化学療法剤）

大きな副作用
（選択毒性低い）

②がん化した細胞内にできる特別なタ
ンパクを攻撃する （分子標的薬）ンパクを攻撃する。 （分子標的薬）

理論的には副作用はない
標的がん種に合わないと効かない標的がん種に合わないと効かない

27



タヒボタヒボ((TabebuiaTabebuia avellanedaeavellanedae))のの抗抗がん作用がん作用タヒボタヒボ((TabebuiaTabebuia avellanedaeavellanedae))のの抗抗がん作用がん作用

選択毒性選択毒性選択毒性選択毒性

★NQ801は、正常細胞には影響を与えず

がん細胞だけを標的にする。

××××
28



２４時間後２４時間後選択毒性

ヒト肺腺がん細胞

択毒性

ヒト肺腺がん細胞

A-５４９

勢いよく増殖するがん細胞勢いよく増殖するがん細胞 NQ801を9 7ng/ml勢いよく増殖するがん細胞勢いよく増殖するがん細胞 NQ801を9.7ng/ml 
投与

がん細胞が破壊され約１がん細胞が破壊され約１//２になる２になる
29



２４時間後２４時間後選択毒性

ヒト正常線維芽細胞

択毒性

N6KA

NQ801を55ng/ml 
投与

正常細胞の増殖を妨げない。正常細胞の増殖を妨げない。

正常細胞に正常細胞にNQ801NQ801を添加しても影響を与えない。を添加しても影響を与えない。30



× がん細胞に対する毒性がん細胞に対する毒性

ヒト肺線がん、ヒト前立腺がん細胞への阻害効果
× がん細胞に対する毒性がん細胞に対する毒性

※１０万個 ※１０万個

※ 11 2ngから増殖阻害と破壊が始まる ※ 11 2ngからより強い破壊が起きる

※１００個 ※１００個

NQ801NQ801は、濃度依存的にその効果を発揮する。

※ 11.2ngから増殖阻害と破壊が始まる ※ 11.2ngからより強い破壊が起きる
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ヒト由来がん細胞に対する増殖抑制効果ヒト由来がん細胞に対する増殖抑制効果ヒト由来がん細胞に対する増殖抑制効果ヒト由来がん細胞に対する増殖抑制効果

• NQ801とマイトマイシンの比較

IC50 (M)

human tumor cell lines

C CPC-3 A-549 MCF-7

NQ801 0 14 0 78 0 51NQ801 0.14 0.78 0.51

マイトマイシン 0.14 0.43 0.96

PC-3: 前立腺がん, A-549: 肺がん, MCF-7: 乳がん, ,

32



ヒト正常細胞に対する増殖抑制効果ヒト正常細胞に対する増殖抑制効果ヒト正常細胞に対する増殖抑制効果ヒト正常細胞に対する増殖抑制効果

NQ801とマイトマイシンの比較

IC (M)

• NQ801とマイトマイシンの比較

IC50 (M)

human normal cell lines

Fb Hc MPC-5 IE Hs888Lu SVCT-M12

NQ801 11 1 11 1 29 7 54 5 5 51 3 36NQ801 11.1 11.1 29.7 54.5 5.51 3.36

マイトマ 0 93 1 46 2 1 1 46 0 56 0 96マイトマ

イシン
0.93 1.46 2.1 1.46 0.56 0.96

Fb 皮膚 H 肝臓 MPC 5 肺 l 小腸 L 肺 SVCT M12 乳房Fb: 皮膚，Hc: 肝臓，MPC-5 : 肺，colon : 小腸，Lu: 肺，SVCT-M12: 乳房

選 択 毒 性選 択 毒 性
33



NQ801NQ801のの2121種のがんに対する効果種のがんに対する効果

××

ヒト悪性腫瘍に対する５０％増殖阻害濃度(IC50値）
34



多彩な抗がん作用の多彩な抗がん作用の研究－研究－海老名卓三郎海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

転移・浸潤抑制転移・浸潤抑制

多彩な抗がん作用の多彩な抗がん作用の研究研究 海老名卓三郎海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

がん細胞の正常組織への浸潤、血管・リンパを通り
他の臓器 の転移を抑制する

転移・浸潤抑制転移・浸潤抑制

他の臓器への転移を抑制する。

11 原発層から離脱原発層から離脱－浸潤
海老名 卓三郎 博士

東北福祉大学 健康科学部教授
(財)仙台微生物研究所 理事長

2. 基底膜の破壊－浸潤

1. 1. 原発層から離脱原発層から離脱 浸潤

(財)仙台微生物研究所 理事長

(元 宮城がんｾﾝﾀｰ免疫学部長)

●免疫BAK療法の権威

3. 血管・リンパを通り移動－－転移転移

4. 4. 他の臓器に－他の臓器に－転移転移

「Biotherapy(ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ)」論文誌

癌と化学療法社
35



多彩な抗がん作用の研究－海老名卓三郎多彩な抗がん作用の研究－海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

アポト シス誘導アポト シス誘導

多彩な抗がん作用の研究 海老名卓三郎多彩な抗がん作用の研究 海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

がん細胞を自然死に導く（がん細胞の自殺を誘導）

アポトーシス誘導アポトーシス誘導

がん細胞を自然死に導く（がん細胞の自殺を誘導）。

海老名 卓三郎 博士

東北福祉大学 健康科学部教授
(財)仙台微生物研究所 理事長

アポトーシスアポトーシス
をしないをしない(財)仙台微生物研究所 理事長

(元 宮城がんｾﾝﾀｰ免疫学部長)

●免疫BAK療法の権威

をを

アポトーシスに

自滅指令自滅指令自滅指令自滅指令

アポト シスに
導く

自滅指令自滅指令自滅指令自滅指令

「Biotherapy(ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ)」論文誌

癌と化学療法社
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多彩な抗がん作用の研究－海老名卓三郎多彩な抗がん作用の研究－海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

血管新生阻害血管新生阻害

多彩な抗がん作用の研究 海老名卓三郎多彩な抗がん作用の研究 海老名卓三郎 博士の研究博士の研究

がん細胞による、新たな血管新生を阻害。
栄養と酸素を遮断して がん細胞を兵量攻めにする

血管新生阻害血管新生阻害

栄養と酸素を遮断して、がん細胞を兵量攻めにする。

1. 血管内皮細胞増殖因子の生産管内皮細胞増殖因子 生産

2. 新生血管の増大

海老名 卓三郎 博士

東北福祉大学 健康科学部教授
(財)仙台微生物研究所 理事長

3. がん細胞の成長

(財)仙台微生物研究所 理事長

(元 宮城がんｾﾝﾀｰ免疫学部長)

●免疫BAK療法の権威

「Biotherapy(ﾊﾞｲｵｾﾗﾋﾟｰ)」論文誌

癌と化学療法社
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選択毒性選択毒性

免疫賦活 抗酸化作用
正常細胞を傷つけない

アポトーシス誘導

抗炎症作用

鎮痛・鎮静作用

正常細胞を傷つけない

アポト シス誘導

転移浸潤能抑制

鎮痛・鎮静作用

血管新生阻害
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タヒボと他の健康食品の違いって？タヒボと他の健康食品の違いって？タヒボと他の健康食品の違いって？タヒボと他の健康食品の違いって？

アガリクス，フコイダン，メシマコブ

多糖類による免疫の活性化多糖類による免疫の活性化

多糖類の抗がん活性は知られていない。

抗がん成分そのものが含まれているかどうか不明抗がん成分そのものが含まれているかどうか不明。
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タヒボの効能
-安全性-

-薬理作用-薬理作用

40



安全性試験安全性試験安全性試験安全性試験

●●一般毒性試験一般毒性試験

急性毒性試験

●遺伝毒性試験

変異原性試験 (Ⅰ) 変異原性試験 (Ⅱ) ※日本SLC社 BML社にて 安全性試験実施

ヒト安全性試験

変異原性試験 (Ⅰ) 変異原性試験 (Ⅱ)   

染色体異常試験

●その他の試験

※日本SLC社、BML社にて、安全性試験実施

■「新薬と臨床」論文誌

ヘルムート・バチョフスキー博士の研究論文掲載

●その他の試験

眼粘膜刺激性試験

皮膚 次刺激性試験 健常者11例、がん患者12例飲用の安全性試験

■「健康・栄養食品研究」論文誌

鈴鹿医療大 鈴木郁功博士の研究論文掲載

皮膚一次刺激性試験

皮膚過敏性試験

光毒性試験
鈴鹿医療大 鈴木郁功博士の研究論文掲載

健常者12例・2週間飲用の安全性試験

光毒性試験

光感作性試験

上記試験において、全て異常はありませんでした ! 41



２４時間後２４時間後
安全性

ヒト正常線維芽細胞

安全性

N6KA

NQ801を55ng/ml 
投与

正常細胞の増殖を妨げない。正常細胞の増殖を妨げない。

正常細胞に正常細胞にNQ801NQ801を添加しても影響を与えない。を添加しても影響を与えない。42



正常細胞に対する正常細胞に対する安全性安全性正常細胞に対する正常細胞に対する安全性安全性

ヒト正常繊維芽細胞、ヒト正常気管上皮細胞に対する阻害作用

※１０万個※１０万個

※１００個※１００個 ※１００個※１００個

がん細胞が死滅する濃度(5～20ng/ml)のNQ801を投与しても、
正常細胞にはほとんど影響を及ぼさない正常細胞にはほとんど影響を及ぼさない。
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ヒト安全性臨床試験の実施ヒト安全性臨床試験の実施ヒト安全性臨床試験の実施ヒト安全性臨床試験の実施

仲井培雄 理事長
芳珠記念病院

鈴木信孝 博士
金沢大学補完代替医療学
講座教授
（日本補完代替医療学会理事長）（日本補完代替医療学会理事長）

60名の患者を対象に、タヒボを6ヶ月間飲用するヒト安全性臨床試験
を実施。 人への安全性が医師により確認された。

（2007年10月開始、2011年3月終了）

【平成23年 8月18日 毎日新聞・石川県版 掲載記事】
芳珠記念病院
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1. 1. 抗がん、発がん予防作用抗がん、発がん予防作用1. 1. 抗がん、発がん予防作用抗がん、発がん予防作用 抗がん成分抗がん成分
NQ801NQ801

肺腺がん、肺扁平上皮がん、肺小細胞がん、

結腸腺がん 前立腺がん 卵巣がん

肺腺がん、肺扁平上皮がん、肺小細胞がん、

結腸腺がん 前立腺がん 卵巣がん

NQ801NQ801

結腸腺がん、前立腺がん、卵巣がん、

膣扁平上皮がん、子宮頸がん、胆道がん、

結腸腺がん、前立腺がん、卵巣がん、

膣扁平上皮がん、子宮頸がん、胆道がん、膣扁平上皮がん、子宮頸がん、胆道がん、

Ｂ型悪性リンパ腫、慢性骨髄性白血病、膵臓がん、

膣扁平上皮がん、子宮頸がん、胆道がん、

Ｂ型悪性リンパ腫、慢性骨髄性白血病、膵臓がん、

腎がん、胃がん、甲状腺がん、乳がん、肝がん、

絨毛上皮がん メラノ マ（悪性黒色腫）

腎がん、胃がん、甲状腺がん、乳がん、肝がん、

絨毛上皮がん メラノ マ（悪性黒色腫）絨毛上皮がん、メラノーマ（悪性黒色腫）、

ポリープ、白血病等

絨毛上皮がん、メラノーマ（悪性黒色腫）、

ポリープ、白血病等

22 免疫賦活・改善作用免疫賦活・改善作用22 免疫賦活・改善作用免疫賦活・改善作用2. 2. 免疫賦活 改善作用免疫賦活 改善作用

抗がん・発がん予防、各種感染症予防、

2. 2. 免疫賦活 改善作用免疫賦活 改善作用

抗がん・発がん予防、各種感染症予防、

エイズ等エイズ等
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3. 3. 抗炎症作用抗炎症作用3. 3. 抗炎症作用抗炎症作用 抗炎症成分抗炎症成分
AIF101AIF101

発熱、発赤、湿疹、腫れ、感染症、関節炎、リウマチ、

全身性エリトマト デス 火傷 クロ ン病 神経痛

発熱、発赤、湿疹、腫れ、感染症、関節炎、リウマチ、

全身性エリトマト デス 火傷 クロ ン病 神経痛

AIF101AIF101

全身性エリトマトーデス、火傷、クローン病、神経痛、

アトピー性皮膚炎、喘息、歯槽膿漏、口内炎、鼻炎、

全身性エリトマトーデス、火傷、クローン病、神経痛、

アトピー性皮膚炎、喘息、歯槽膿漏、口内炎、鼻炎、

蓄膿症、扁桃腺炎、大腸炎、胃炎、肝炎、骨髄炎、

腎炎 膀胱炎 尿道炎 性器の炎症等

蓄膿症、扁桃腺炎、大腸炎、胃炎、肝炎、骨髄炎、

腎炎 膀胱炎 尿道炎 性器の炎症等腎炎、膀胱炎、尿道炎、性器の炎症等腎炎、膀胱炎、尿道炎、性器の炎症等

44 鎮痛作用鎮痛作用44 鎮痛作用鎮痛作用4.4.鎮痛作用鎮痛作用

関節痛、リウマチ、神経痛、通風、筋肉痛、

4.4.鎮痛作用鎮痛作用

関節痛、リウマチ、神経痛、通風、筋肉痛、関節痛、リウマチ、神経痛、通風、筋肉痛、

外傷、末期癌の痛み、生理痛、胃腸炎等

関節痛、リウマチ、神経痛、通風、筋肉痛、

外傷、末期癌の痛み、生理痛、胃腸炎等

5.5.利尿作用利尿作用5.5.利尿作用利尿作用

腎臓疾患、膀胱炎、浮腫，痛風、高血圧症等腎臓疾患、膀胱炎、浮腫，痛風、高血圧症等
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77 抗酸化作用抗酸化作用77 抗酸化作用抗酸化作用 抗酸化成分抗酸化成分7.7.抗酸化作用抗酸化作用

ガン、心臓病、脳卒中、動脈硬化、糖尿病、

7.7.抗酸化作用抗酸化作用

ガン、心臓病、脳卒中、動脈硬化、糖尿病、

抗酸化成分抗酸化成分
AX101AX101

ガ 、心臓病、脳卒中、動脈硬化、糖尿病、

老人性痴呆、白内障、老化防止、若肌保持等

ガ 、心臓病、脳卒中、動脈硬化、糖尿病、

老人性痴呆、白内障、老化防止、若肌保持等

代謝機能改善作代謝機能改善作代謝機能改善作代謝機能改善作
発汗・排便・排尿

8.8.代謝機能改善作用代謝機能改善作用

肝臓・腎臓疾患 血液系疾患 便秘症等

8.8.代謝機能改善作用代謝機能改善作用

肝臓・腎臓疾患 血液系疾患 便秘症等

発汗 排便 排尿
を促す!

肝臓・腎臓疾患、血液系疾患、便秘症等肝臓・腎臓疾患、血液系疾患、便秘症等

9.9.抗ストレス作用抗ストレス作用9.9.抗ストレス作用抗ストレス作用 カルシウムを多く含む!

便秘、疲れ、喘息、心筋梗塞、胃・腸潰瘍、便秘、疲れ、喘息、心筋梗塞、胃・腸潰瘍、

神経症、不眠症等神経症、不眠症等
47



タヒボの症例タヒボの症例
タヒボとVCの相乗効果
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タヒボの症例タヒボの症例報告報告タヒボの症例タヒボの症例報告報告

病 名 ： 食道がん

年齢・性別 ： 50才代 男性

タヒボの量 ： タヒボ・エキス末 6包／day ※タヒボ茶30g／dayに相当

平成15年(2003年)12月26日より飲用開始。

特記 事項 ： 患者の希望でタヒボ投与以外の治療は 施してない。

担 当 医 ： 本件は非常に特殊な例なので できれば西洋医学的担 当 医 ： 本件は非常に特殊な例なので、できれば西洋医学的
手法と併用すること。

■内視鏡で食道上部より、４箇所（Ａ～Ｄ）の断面を時系列で撮影

写真提供：京都府立医科大学分子医科学教室
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A BA B

C DC

2003/12/26 白線内が病変部、当日より飲用開始 50



A B

C DC D

2004/01/13 飲用開始後19日目、すでに退縮がはじまる。 51



A BA B

C D

2004/02/10 飲用開始後47日目、A部では腫瘍が消滅。 52



A BB

C DC D

2004/03/18 飲用開始後83日目、ほとんどの腫瘍が消滅。 53



ビタミンビタミンCCの働きの働きビタミンビタミンCCの働きの働き

働き働き 不足するとおきやすい症状不足するとおきやすい症状

シワができやすい
コラーゲンをつくる

シワができやすい
傷が治りにくい

毛細血管がやぶれやすい

免疫力を高める
感染症（風邪など）にかかりやすい

がんになりやすいがんになりやすい

ステロイドホルモンをつくる ストレスに弱くなる

鉄の吸収を助ける 貧血になりやすい

酵素の働きを助ける 肝臓の解毒作用が低下する

メラニン色素をストップする 色黒・シミ・ソバカスができやすいメラニン色素をストップする 色黒 シミ ソバカスができやすい
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ビタミンＣビタミンＣとと併用併用時のがん細胞増殖抑制活性時のがん細胞増殖抑制活性ビタミンＣビタミンＣとと併用併用時のがん細胞増殖抑制活性時のがん細胞増殖抑制活性

NQ801 (M) ビタミンC (M)
細胞生存率 (%)

NQ801 (M) ビタミンC  (M)
肺がん 乳がん

0 500 80 80

5 0 60 50

5 5 60 50

5 50 30 305 50 30 30

5 500 10 10

ヒトがん細胞株:  A549 = 肺がん, MCF‐7 = 乳がん

２００５年に米国国立衛生研究所（ＮＩＨ）が、ビタミンＣの抗がん作用に関する論文を発表。
その作用が注目され、現在、高濃度VC点滴療法に取り組む病院が増えている。 55



タヒボの有効成分タヒボの有効成分タヒボの有効成分タヒボの有効成分

• ビタミンB6／ピリドキシン：
赤血球を作る作用、皮膚の栄養、 他赤血球を作る作用、皮膚の栄養、 他

• ビタミンB12／シアノコバラミン：
赤血球を作る作 貧血予防 他赤血球を作る作用、貧血予防、他

• 葉酸：• 葉酸：
赤血球を作る作用、母乳促進、他

• その他：
Ca、Mg、P、Mn(甲状腺の働きに作用、他) フラボノイド、
食物繊維 ポ 食物 ( 低 作 )食物繊維、サポニン、食物ステリン(コレステロー低下作用)
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「タヒボ「タヒボNFDNFD」商品の」商品の流れ流れ

創業時 現在

「タヒボ「タヒボNFDNFD」商品の」商品の流れ流れ

「タヒボ NFD」 （ティ－バッグ）「タヒボ NFD」（ 粉末）

お湯で煎じる；お茶タイプ

21,000円 150g 21,000円 150g（5g×30P）

「FR×６」（タブレット）「タヒボ NFD」 エッセンス 「タヒボナフディン」

水、湯で飲める ；簡易タイプ

「FR×６」（エキス末） 「FR×６」（タブレット）タヒボ NFD」 ッセンス
（エキス末）

「タヒボナフディン」
（軟カプセル） （「NFD」フラクション配合粉末）

「FR×６」（エキス末）

26,250円 60g（2g×30P） 26,250円 54.6g
（455mg×120球）

105,000円 60g
（2g×30P）

105,000円 63g
（6粒×30P）
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イペットＳシリーズイペットＳシリーズイペットＳシリ ズイペットＳシリ ズ

• 二年連続 (2007 2008年)• 二年連続 (2007、2008年)
『動物臨床学会年次大会』に
て イペットSの臨床効果にて、イペットSの臨床効果に
ついて発表した

• 30日間以上継続して服用し• 30日間以上継続して服用し
た犬の73.9％は、腫瘍の再
発や転移ならびに新たな腫発や転移ならびに新たな腫
瘍の発現は見られず、また
QOLも良好に推移したQOLも良好に推移した

イペットS みなもとくん
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ご静聴有難うございましたご静聴有難うございました

「賢者は健康が最大の人間の喜びだと考えるべきだ」
＊ヒポクラテス
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